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ライフデザイン学研究の新たな歩み
生活支援学科子ども支援学専攻　中 原 美 惠
　2005年４月、ライフデザイン学部は、東洋大学の９番目の学部として、この朝霞の地に誕生し、翌
年３月、『ライフデザイン学研究（JournalofHumanLifeDesign）』創刊号が発刊された。古川孝順
初代学部長は、創刊にあたり、「ライフデザイン学の構想」と題する巻頭論文を寄稿された。
　先生は、ライフデザイン学を「諸科学の知識や技術をより質の高い生活とそれを支える社会的な政
策、制度、援助活動のありようの設計・構築という目標に向けて総合し、統合することを目指す設計
科学」と位置づけ、生活支援学科、健康スポーツ学科、人間環境デザイン学科の三学科は、「新しい
時代を切り開く融合科学、設計科学としてのライフデザイン学のもと、それぞれ独自の研究教育の課
題と方法を設定し、発展を遂げることが期待される」と述べておられる。
　この『ライフデザイン学研究第12号』には、三学科の教員による研究論文12報、研究ノート４報、
プロジェクト研究報告３報、総説、研究報告、資料各１報が収録されている。総ページ数は、360
ページにおよぶ。目次を見ると、それらの研究の対象、方法、成果がいかに多様であり、また実践科
学的であるかがわかる。
　これらは、古川孝順先生、内田雄造先生をはじめとする創設当時の諸先輩方の学部設立の理念と、
研究・教育への熱い思いを受け継ぎ、学際的、融合的なライフデザイン学（支援のための実践学）を
構築すべく追求してきた、われわれライフデザイン学部の貴重な道標と言えよう。
　昨年度、ライフデザイン学部は、設立10周年を迎えた。さまざまな周年行事が行われ、ライフデザ
イン学部を巣立った卒業生や設立当時からの教職員が多数駆けつけてくれた。卒業生は、三学科それ
ぞれの個性を醸し出しつつも、課題解決的、実践志向的なライフデザイン学部の卒業生らしく、社会
のさまざまな場で実践者として活躍している近況を語った。人々の暮らし（ライフ）を支える専門職
となり、このライフデザイン学部における学際的、融合的学びが自己の生き方（ライフ）の基盤にあ
ると、設立当時の教育を懐かしく語る姿がそこにはあった。そして、卒業生の言葉に深くうなずき、
彼らを温かなまなざしで包む教員、職員の姿もライフデザイン学部らしさとして心に残った。
　『ライフデザイン学研究第12号』に象徴されるように、この10年余にわたる取り組みにより、それ
ぞれの学科・専攻の教育は充実し、研究活動においても着実にその成果を重ねてきた。そして、10年
の節目を越えた今、時代の変遷とともに、新たに「ライフデザイン学部」の将来をどのように構想す
るのかを考える時期に来ているのではないだろうか。
　かつて、「ライフデザイン学部らしい新しい研究と教育のあり方を果敢に追求しよう」と、学生、
教員、職員の三者が一つになって進んでいた、設立当時の気風を、熱い思いを、もう一度思い起こ
し、「新しい時代を切り開く融合科学、設計科学としてのライフデザイン学」の構築を追求し続けた
いと願う。
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施設養護から大学教育へ
～大学教員としての17年間～
子ども支援学専攻・小 林 英 義
　本学部には2009（平成21）年に赴任しました。教員の皆様、学生諸君には計８年間、お世話になり、
種々のご指導を頂きましたことに感謝申し上げます。
　私の採用は生活支援学科の二つの専攻立ち上げに伴う後任人事でしたが、その年の１月の教授会で
承認されたことにより、当時の古川孝順学部長と白石弘巳生活支援学科主任のお二人が、前任校の秋
田大学教育文化学部まで遠路、「割愛願」に来てくださいました。思い返しても頭の下がる思いです。
　いままで公的な施設や大学で仕事をしてきましたので、私立大学は初めての経験で大きな不安を抱
えながらの赴任でしたが、新しく保育や幼児教育の人材を養成することに、諸先生のエネルギーは大
きなものがあったと振り返ることができます。
　一年目のゼミ生は、前任者のゼミをそのまま引継ぎ、計15人の大所帯でした。加えて、まだ時間割
がきちんと整理されていない時期でしたので、特に社会福祉士養成の科目とバッティングすることも
ありましたので、ゼミ活動も別途、当該学生については対応することも多々ありました。代替として
秩父市内の高齢者施設に見学に出かけたことも、今は懐かしい思い出です…。
　在職中、ゼミ活動には力を入れました。新聞記事（政治・経済・社会）をもとに議論をする機会を
持ちました。また、私の研究テーマのひとつが司法福祉でしたので、少年院、少年刑務所、刑務所、
少年鑑別所、家庭裁判所、児童養護施設、児童自立支援施設などへ足を運び、現場の息吹を体感する
機会を持ちました。緊張しながら司法の施設を、福祉の施設を回りました。そして、その後は必ず振
り返り会と称しての会食会…。メリハリを付けながら活動をしてきました。
　若い学生諸君との活動は、距離の取り方もときに難しい場面に出会いましたが、総じて若いエネル
ギーに触れて、小生も元気をもらいました。この点は感謝しなくてはならないと思います。
　一昨年、卒業したA子さんは、在学中、奨学金の貸与を受け、利子を含めると計520万円の借金を
抱えて卒業しました。これを20年間かけて返済することになります。「いい男を見つけて、玉の輿に
乗っちゃえ」と、やや乱暴な言葉を吐いてみました。このような状況を作り出している社会は、我々
大人の責任だと痛感します。
　この３月、「65歳定年」で本学部を離れます。体調に気をつけて、70歳ぐらいまでは何らかの社会
的活動をしながら歩んでいきたいと思います。
　未熟な小生を諸先生方、学生諸君が支えてくれました。心から御礼申し上げます。
　本学部のますますのご発展をお祈りします。
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（誕生祝。授業前のサプライズ。ミスタードーナツ店のドーナツを皆でいただきました。）
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ライフデザイン学部生活支援学科子ども支援学専攻での８年間
生活支援学科子ども支援学専攻・鈴 木 佐 喜 子
　2009年４月、東洋大学ライフデザイン学部に赴任してきました。東洋大学で初めての保育者養成と
いうことで教育体制も周囲の理解もまだまだ十分ではないと感じたことを覚えています。創設に努力
された先生方のご苦労はどれほどであったかと思います。この８年間で、先生方・職員の方々の努力
によりすこしずつ改善が図られ、大分落ち着いてきたと思っています。
　こうした中で、学生の成長も実感できるようになりました。２年生の施設実習、３年生の保育所実
習では学生の緊張もあり、積極性に欠ける、表情が硬いなどの指摘を受けることが多いのですが、４
年生になると変わってきます。幼稚園教育実習を終えて帰ってきた４年生の多くは、４週間に及ぶ実
習をやり遂げたという達成感や子どもの成長を実感し、顔つきもキリッと逞しくなって、その成長ぶ
りが伝わってきます。その後の保育実習Ⅱ・Ⅲでは、実習先から高い評価を受ける学生も少なくあり
ません。４年生秋学期の授業では、学生の子ども理解・保育理解の深まりを反映して内容の濃いディ
スカッションが展開され、手応えを感じることもあります。保育職・福祉職につく学生、公立の保育
職・福祉職に合格する学生も増加してきました。
　また、実習先や研修先で子ども支援の卒業生に声をかけられることが増えました。実習ノートの指
導者欄に卒業生の名前を発見し、「こんなにしっかりとしたコメントを書いている」と感心すること
もあります。さらに、卒業生が外部講師としてゼミや事前指導の授業に話をしに来てくれて、子ども
支援の教育に大きな役割を果たすようになっています。2016年度、私が受け持った授業では、１年ゼ
ミ、秋学期のゼミ合同授業に児童養護施設で働く卒業生、発達支援センターで働く卒業生が話をして
くれました。保育実習Ⅱの事前指導の授業では、実習園の園長先生とその園に就職した卒業生に「保
育実習における責任実習」について話をして貰いました。在学生にとっては、保育・福祉現場の実態、
実習の実際を具体的に知る機会となるだけでなく、先輩の話やアドバイスが身近に感じられて心に響
くようです。保育・福祉現場で働くことの大変さとともにやりがい、魅力を感じて、保育・福祉への
関心や意欲を高める学生もいます。保育・福祉現場で頑張っている卒業生の姿に接することは、保育
者養成に関わる教員として何よりもうれしいことです。そして、保育・福祉現場での卒業生の活躍が
子ども支援学専攻にとっても貴重な財産となっていると思います。
　最終講義で話をさせて頂いたように、ライフデザイン学部在職中はニュージーランドの保育・幼児
教育、特にアセスメント「学びの物語LearningStories」を中心に保育評価の研究を続けてきました。
2009年から2014年まで、毎年１週間ほど、ニュージーランドへ調査に出かけました。首都ウェリント
ンを中心に、「学びの物語」の理論と実践を作り出したマーガレット・カー先生が勤務するワイカト
大学のあるハミルトン、ニュージーランド最大の都市オークランド、南島のクライストチャーチやダ
ニーデンを訪れました。夏季休暇・春季休暇中に実習があり、調査で海外に出て行くことは困難を極
めます。春学期の授業を終えると大急ぎで成績をつけ、８月のお盆休みにニュージーランドに調査に
出かけていました。多忙の中、時間を見つけて訪問先に依頼のメールをしてもなかなか返事が返って
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こず、不安に駆られ落ち込んだこともあります。また、日本とニュージーランドでは季節が反対なの
で、８月のニュージーランドは冬になります。35度の猛暑の日本を出発し、オークランド空港に着
いたら50年ぶりの雪ということもありました。天気の悪い日も多く、「もっと良いシーズンにニュー
ジーランドに行きたい」と思うことも度々でした。それでも親しくなった大学の教員や保育者の協力
もあり、様々なことを学び充実した日々を過ごすことが出来て、「ニュージーランドに来てよかった」
という思いを胸に帰途につくのでした。ニュージーランドの調査研究を続けられたのは、ひとえに子
ども支援の先生方のおかげです。本当にありがとうございました。
　また、大学院や各種委員会等でライフデザイン学部の多くの先生方、職員の方々にも支えて頂きま
した。ありがとうございます。ライフデザイン学部のこれからの発展を心から願っております。
（３年ゼミ、４年ゼミの学生と、最後の授業で）
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東洋大学ライフデザイン学部紀要編集内規
 平成17年４月１日
 施行
改正　平成19年４月１日　平成21年４月１日　平成27年４月１日　平成27年７月１日
（目的）
第１条　東洋大学ライフデザイン学部紀要『ライフデザイン学研究』（以下「紀要」という。）はライ
フデザイン学部（以下「学部」という。）の教育と研究を促進し、教員を中心としたそれらの成果
発表の場として、さらに「ライフデザイン学」の形成とその発展に寄与することを目的とし、関連
の論文、研究ノート、書評、研究展望、学部教育に関する諸活動報告等を掲載発表する。
（刊行物と編集）
第２条　学部で刊行する紀要はライフデザイン学部紀要編集委員会（以下「委員会」という。）内規
第４条による。
（投稿資格）
第３条　紀要に投稿できる者は原則として学部の専任教員とする。ただし、以下の場合には、委員会
の判断で受け入れることができる。
　（１）委員会において特別に依頼する場合
　（２）学部専任教員が代表である共同執筆原稿の場合
　（３）学部非常勤講師から希望があった場合
　（４）学部生の執筆で学科または専攻の推薦を得たもの
　（５）大学院生の執筆で専攻の推薦を得たもの
（原稿の種類）
第４条　この紀要に投稿できる原稿の種類は、次のとおりとし、未発表の原稿に限ることとする。
種　類 内　　　　　　容
論文 オリジナルな研究成果をまとめたもの（査読対象とする）
研究ノート 研究の中間報告、覚書および新しい研究方法についての報告、翻訳
（投稿者の依頼があった場合、査読対象とする）
書　評 書籍、文献の批評、紹介
研究展望 それぞれの研究分野の成果をまとめたもの、研究動向を展望したもの
学部活動記録 当該年度の学部活動を報告する内容のもの
学部教育活動への取り
組み
学部での教育内容を評価するもの
大学院生の論文（概要）大学院生の研究成果
学部生の論文（概要） 学部生の学習成果
総説 ライフデザイン学全般もしくは個別領域にかかわる総括的論述
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資料 研究上価値ある資料あるいは新出資料などの紹介・解説
研究報告 社会実践にかかわる活動の研究報告、作品制作の報告、作品解説など
学部プロジェクト研究
報告
学部プロジェクト研究の成果を要約して報告するもの
（二重投稿の禁止）
第５条　前条に該当し投稿された第６条に規定する原稿であっても、同一の原稿を本学紀要以外の他
紙に投稿することはできない。また二重投稿が判明した場合は掲載を中止する。
２　当該原稿を他紙に投稿する場合は、委員会より正式に不採用の連絡を受けた後に行う。
（申し込みと締め切り）
第６条　投稿申し込みと締切り期限は、年１回の刊行の場合は次の各号のとおりとし、年複数回の刊
行の場合は、その都度委員会が別に定める。
（執筆要領）
第７条　原稿の執筆にあたっては、別に定める紀要執筆要領による。
（原稿の査読と掲載の可否）
第８条　査読は別に定める「ライフデザイン学部紀要査読制度内規」に基づき行う。
２　掲載の可否は、第１項の結果に基づき、委員会が決定し、投稿者へ結果を連絡する。
３　投稿数の制限は定めないが、同一号に原稿が複数採択された場合、次号に繰り延べて掲載するこ
とがある。
（補筆と修正）
第９条　委員会は、必要に応じて、執筆者に補筆や修正を求めることができる。
（原稿の返却）
第10条　投稿された原稿は、執筆者に返却する。
（配布先等）
第11条　紀要の配布先は、毎年委員会が定める。
２　執筆者には、完成した紀要を電子媒体にて１部配付する。
３　学部ホームページに電子情報として掲載することができる。また管理サーバー等の掲載条件が可
能な範囲でデータは蓄積する。
（原稿料など）
第12条　原稿料の支払い、掲載料の徴収は行わない。
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（著作権等）
第13条　本学部が編集刊行する紀要の編集著作権は本学部に帰属する。
２　紀要に掲載された個々の著作物の著作権は、当該著作物の著作権者に帰属する。
３　紀要に掲載された個々の著作物について、著作権侵害、名誉毀損、またはその他の紛争が生じた
場合、当該著作物の著作者を当事者とする。
（改廃）
第14条　本内規の改廃は、教授会の承認を得るものとする。
　　　附　則
　この内規は、平成17年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この内規は、平成19年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この内規は、平成21年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この内規は、平成27年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この内規は、平成27年７月１日から施行する。
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東洋大学ライフデザイン学部査読制度内規
 平成17年４月１日
 施行
改正　平成19年４月１日　平成27年４月１日　平成28年４月１日
（目的）
第１条　本内規は、東洋大学ライフデザイン学部（以下「学部」という。）の刊行する『東洋大学ラ
イフデザイン学研究』（以下「紀要」という。）と掲載される個々の著作物の質の向上と保証を図る
ことを目的とし、査読制度により審査を行う。
（査読の対象）
第２条　査読は、論文および投稿者より審査依頼がなされた研究ノートについて行う。査読された原
稿についてはその旨を明記する。
（査読の内容）
第３条　審査原稿について、東洋大学ライフデザイン学部紀要編集委員会（以下「委員会」という。）
の定めた学部内および学部外各１名の査読員による体裁、学術的内容の審査を行い委員会に結果
を報告する。
２　東洋大学ライフデザイン学部紀要編集内規第４条の査読対象としない原稿について、委員会が定
める学部内の校正委員１名により、体裁、内容の校正について委員会に助言を行う。
（査読員の要件）
第４条　学部内査読員は、学部専任教員とする。
２　学部外査読員は、その著作物の内容についての専門領域における学部外の専門家又は学識者で、
以下のいずれかに該当する者とする。
　（１）大学教員である者、または大学教員であった者
　（２）専門領域における研究業績を有する者。なお研究業績の基準については、本学講師以上を原
則とする。
　（３）紀要編集委員会で認められた者
（査読員の委嘱）
第５条　第３条について、委員会は査読員、校正委員を選出し、学部長により委嘱する。
（査読員の非公開）
第６条　学部内査読員については、いかなる理由であっても公開しない。
２　学部外査読員については、紀要に採択の上、掲載されるときに限り各著作物の巻末に査読員を掲
載する。　　　
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（審査）
第７条　２名の査読員は、執筆者の原稿について速やかに査読の上審査を行い、ABCで評価する。A
は「採択（軽微な字句の修正を含む）」、Bは「一部修正の上採択」、Cは「不採択」を意味する。又、
その結果を委員会に報告する。
２　２名の査読員がAA、AB、BBの評価の場合は査読審査合格とし、掲載可とする。BC、CCの場
合は査読不合格とし、掲載不可とする。ACの場合はさらに第３者に査読を依頼し、A又はBの場
合は掲載可とし、Cの場合は不合格とする。
３　査読審査結果は委員長より通知する。
（修正）
第８条　委員会は、上記の審査結果に基づき、採用論文について執筆者に修正を求めることがある。
それ以外は審査後の修正は認めない。
（審査料）
第９条　学部外査読員には次の査読審査料を支払う。
　（１）　原稿１本につき10,000円とする。
（改正）
第10条　本内規の改廃は、教授会の承認を得るものとする。
　　　附則
　この内規は、平成17年４月１日から施行する。
　　　附則
　この内規は、平成19年４月１日から施行する。
　　　附則
　この内規は、平成27年４月１日から施行する。
　　　附則
　この内規は、平成28年４月１日から施行する。
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東洋大学ライフデザイン学部紀要原稿執筆要領
 平成17年４月１日
 施行
改正　平成19年４月１日　平成27年４月１日
１．使用言語
　　　使用言語は、特に制限しない。ただし、印刷等にあたり特別の技術を有する言語、査読委員
の選出に困難を来す言語、その他の事情を有する言語については、事前に編集委員に相談するこ
と。また母語以外を使用する場合には当該言語のネイティブ・スピーカーによる校閲を受けたう
えで提出することとする。
２．執筆者
　　　投稿資格者は、東洋大学ライフデザイン学部紀要編集内規第３条に定める者とし、共著者がい
る場合は氏名の右肩に＊印を付けて示すこととする。
３．要旨及びキーワード等
　　　原稿の本文が日本語の場合には、欧文（英・独・仏のいずれか）の表題、著者名、要旨及び
キーワードをつけること。欧文要旨は100～150ワード程度とする。
　　　原稿の本文が英語又はその他の言語の場合には、各言語の要旨、キーワードのほかに、日本語
の表題、著者名、要旨及びキーワードをつけること。日本語要旨は600～800字程度とする。
　　　欧文要旨は、当該言語のネイティブ・スピーカーによる校閲を受けることとする。
４．本文及び脚注・注
　　　本文は原則として横書きとし、英語の場合はダブルスペースで記述する。原稿用紙の大きさは
A４サイズを標準とする。長さは日本語の場合はA４用紙30枚を超えない程度とする（いずれの
場合も図表を含むものとする）。他の言語の場合もこれらに準ずる。以上の内容に依りがたい時
は編集委員と協議して決めることとする。
　　　脚注は、本文中の該当箇所の右肩に一連番号を打ち、注そのものは当該ページの下部に記入す
る。各章毎、あるいは本文末に注をまとめる場合も、注番号は当該箇所の右肩に一連番号で示す
こととする。
　　　提出時に総字数を示すこととする。
５．参考文献
　　　参考文献は、原則として以下の要領で記載する。
　（１）和文の参考文献
　　　①　雑誌
　　　　　　著者名、表題、雑誌名、巻数（号数）、（刊行された西暦年）
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　　　②　単行本
　　　　　　著者名、署名、発行所、ページ数、（発行された西暦年）
　　　③　編著書の中の１章又はシリーズの中の１巻
　　　　　　著書名、章名、編者（又は監修者）名、書名、発行所、ページ数、（刊行された西暦年）、
　　　又は著書名、書名、編者（又は監修者）名、シリーズ名、第XX巻、発行所、ページ数
　　　④　その他の参考文献については、上記①、②、③に準ずる。
　（２）欧文等の参考文献の場合
　　　上記（１）に準ずる。ただし、書名などについては、主な単語（Word）、固有名詞などは大文
字で書き始めること。
６．図表
　　①　図は著者の作成したものをそのまま印刷するので、黒インクで浄書（トレース）すること
（ワープロ印刷でも可）。トレース等が困難な場合にはトレース料は自己負担とする。
　　②　図は、なるべく白紙に黒インクで大きめに書くこと。又、各図は一枚毎に別々の用紙に書く
こと。
　　③　図中の文字数字等は写植されるので、正確に書くこと。大文字と小文字、イタリック体、ゴ
チック体などの違いにも注意すること。
　　④　図（写真を含む）及び表には必ず名称を付けること。
　　⑤　図表の番号は、それぞれが本文に現れる順にしたがって、通し番号で付けること。又、本文
中の各図表の挿入箇所は明確に指示すること。
　　⑥　各図表の作成に使用した資料あるいは文献は、必ず注として明記すること。
７．原稿の提出
　　　原稿はテンプレートに添って入力したものをハードコピー３部及び電子データで提出するもの
とする。電子データには、著者名を記述する。写真や図表を原稿に組み込まないで別途提出する
場合は、挿入位置を指定すること。
８．改廃
　　　本要領の改廃は、ライフデザイン学部紀要編集委員会の議を経て行うものとする。
　　　附　則
　この要領は平成17年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は平成19年４月１日から施行する。
　　　附　則
　この要領は平成27年４月１日から施行する。
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